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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。
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main
topics
メイントピックス

県
内
未
利
用
資
源
を
活
用
し
た
肥
料
の

実
用
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

源
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
に
沿
っ
た
肥
料
の

活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
．
ご
み
焼
却
由
来
の
ケ
イ
酸
質
肥
料

　

本
会
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た

や
肥
料
と
土
壌
改
良
資
材
の
混
合
が
指
定

混
合
肥
料
と
し
て
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
「
堆
肥
」
と
「
化
学
肥
料
」
の
混

合
も
法
改
正
に
よ
っ
て
可
能
と
な
り
、
堆

肥
の
利
用
拡
大
に
よ
る
土
づ
く
り
の
促
進

や
施
肥
の
省
力
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ �

未
利
用
資
源
を
活
用
し
た

本
会
の
取
組

　

昨
今
の
情
勢
を
踏
ま
え
、本
会
で
は
、肥

料
の
安
定
供
給
維
持
の
た
め
、
未
利
用
資

は
、
製
造
コ
ス
ト
の
６
割
以
上
を
原
材
料

費
が
占
め
て
い
ま
す
。
原
料
の
多
く
を
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肥
料
価
格

は
、
国
際
価
格
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま

す
。（
図
１
）

　

近
年
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

中
国
の
実
質
的
な
輸
出
規
制
等
の
国
際
情

勢
に
伴
い
、
肥
料
価
格
は
高
騰
し
ま
し
た
。

２
．
肥
料
関
連
法
の
改
正

　

令
和
２
年
12
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た

肥
料
の
品
質
確
保
等
に
関
す
る
法
律
で
は
、

肥
料
の
配
合
に
関
す
る
規
制
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
普
通
肥
料
と
特
殊
肥
料
の
混
合

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
は
、「
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
２
か
年
計

画
」
の
基
本
目
標
と
し
て
、「
コ
ス
ト
低

減
と
農
作
業
の
効
率
化
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
昨
今
、
肥
料
を
巡
る
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
、
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

安
定
供
給
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、「
安
定
供
給
が
で
き
る
未

利
用
資
源
を
原
料
と
し
た
エ
コ
肥
料
の
発

掘
と
実
用
化
」、「
地
域
横
断
的
な
配
合
肥

料
の
提
案
と
堆
肥
を
使
用
し
た
混
合
肥
料

の
開
発
・
普
及
」
を
基
本
目
標
の
戦
略
に

定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
営

農
活
動
の
継
続
に
不
可
欠
な
肥
料
の
安
定

供
給
の
維
持
と
未
利
用
資
源
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ �

肥
料
情
勢

１
．
肥
料
価
格
の
高
騰

　

我
が
国
の
化
学
肥
料（
高
度
化
成
肥
料
）

その他
販管費
10％

保管料
0.7％

包装費
4.1％

運送費
5.4％

加工費
16.1％ 原材料費

63.7％

図1．化学肥料のコスト構造
出典：肥料をめぐる情勢（農林水産省）

▲砂状の粒形が特徴の溶融スラグ肥料 ▲試験栽培で収穫された桜島大根
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main topics

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
高
騰
が
続
く
肥

料
価
格
の
低
減
も
狙
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
Ｊ
Ａ
で
同
肥
料
を
使
用
し

た
栽
培
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅳ �

普
及
拡
大
に
向
け
て

１
．
Ｓ
Ｋ
ケ
イ
カ
ル
普
及
に
向
け
た
取
組

　

本
会
は
、
生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
よ

る
農
家
所
得
向
上
を
目
的
に
、「
Ｓ
Ｋ
ケ
イ

カ
ル
」
を
「
地
域
一
番
価
格
」
を
目
指
す

銘
柄
に
位
置
づ
け
、
普
及
を
進
め
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
に
は
、
農
林
水
産
省
の
肥

料
に
仮
登
録
、
昨
年
６
月
に
本
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、静
岡
大
学
が
実
施
し
た
、溶
融
ス

ラ
グ
を
土
壌
に
混
合
し
た
茶
樹
の
栽
培
試

桜
島
大
根
の
栽
培
試
験
が
行
わ
れ
、
生
育

の
改
善
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、「
Ｓ
Ｋ
ケ
イ

カ
ル
」
の
実
用
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

２
．
堆
肥
入
り
肥
料
の
開
発

　

本
会
は
、
朝
日
ア
グ
リ
ア
㈱
と
共
同
し
、

「
鶏
放
題
め
ぐ
る
君
」
を
開
発
、
今
年
５

月
に
流
通
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
肥
料
は
、

肥
料
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定
混
合
肥
料

と
し
て
堆
肥
を
原
料
と
し
た
肥
料
の
生
産

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
富
士
宮

市
の
富
士
た
ま
ご
㈱
で
生
産
す
る
鶏
ふ
ん

堆
肥
を
使
用
し
、
朝
日
ア
グ
リ
ア
㈱
と
本

会
が
試
作
を
重
ね
製
品
化
し
ま
し
た
。
地

域
資
源
を
積
極
活
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お

け
る
持
続
可
能
な
消
費
・
生
産
の
実
現
と

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
お
け
る

化
学
肥
料
30
％
低
減
の
目
標
達
成
に
向
け

肥
料
と
し
て
、
静
岡
市
の
西
ヶ
谷
清
掃
工

場
で
発
生
し
た
廃
棄
物「
溶
融
ス
ラ
グ
」を

原
料
と
し
た
熔
性
ケ
イ
酸
質
肥
料
「
Ｓ
Ｋ

ケ
イ
カ
ル
」
を
静
岡
市
、
静
岡
大
学
、
日

鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
と
共
同
で
開
発

し
、
流
通
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
般
ご
み

焼
却
場
由
来
の
溶
融
ス
ラ
グ
を
使
用
し
た

肥
料
の
製
品
化
は
国
内
初
の
取
組
み
で
す
。

　

同
肥
料
は
、
可
溶
性
ケ
イ
酸
25
％
、
ア

ル
カ
リ
分
30
％
、
く
溶
性
苦
土
１
％
を
含

み
、
水
稲
に
お
い
て
茎
が
太
く
丈
夫
に
な

る
効
果
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
収
穫
量
の

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
に
は
、
浜
松
市
で

同
肥
料
を
使
用
し
た
酒
米
の
栽
培
を
行
い
、

同
市
の
「
花
の
舞
酒
造
㈱
」
が
清
酒
を
商

品
化
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
は
、
浜
松
市

の
中
田
島
砂
丘
で
、
同
肥
料
と
も
み
殻
く

ん
炭
、
牛
ふ
ん
堆
肥
で
土
づ
く
り
を
し
た

問
い
合
わ
せ
先

・・
生
産
資
材
部　

肥
料
農
薬
課

　

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
７
２
３

▲展示会で「鶏放題めぐる君」をＰＲする職員ら

▲「鶏放題めぐる君」はペレット状で機械施肥にも対応している

験
で
は
、
生
育
促
進
、
窒
素
吸
収
効
率
の

向
上
等
の
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本

会
は
、
こ
の
研
究
成
果
を
受
け
、
配
合
肥

料
の
原
料
と
し
て
利
用
提
案
を
し
て
い
ま

す
。

２
．
農
業
機
械
大
展
示
会
で
の
Ｐ
Ｒ

　

７
月
に
吉
田
町
で
開
催
さ
れ
た
「
令
和

５
年
度
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
」（
本
誌

５
ペ
ー
ジ
掲
載
）
に
て
本
会
肥
料
農
薬
課

が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、「
Ｓ
Ｋ
ケ
イ
カ
ル
」、

「
鶏
放
題
め
ぐ
る
君
」の
認
知
度
向
上
と
普

及
拡
大
に
向
け
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス

で
は
、
本
会
職
員
と
朝
日
ア
グ
リ
ア
の
担

当
者
ら
が
来
場
し
た
組
合
員
に
同
肥
料
の

説
明
を
し
ま
し
た
。

Ⅴ �

お
わ
り
に

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
未

利
用
資
源
を
活
用
し
た
肥
料
の
実
用
化
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
肥
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
コ

ス
ト
削
減
に
取
り
組
み
つ
つ
、
安
定
し
て

組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
肥
料
を
供
給
す
る
た

め
、
新
た
な
肥
料
の
開
発
と
普
及
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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topics & news

６
月
12
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
・
柑
橘
果
樹
課
）
と
本
会
は
、

静
岡
市
駿
河
区
の
Ｊ
Ａ
静
岡
市
本
店
で
、

「
第
47
回
静
岡
県
桃
果
実
品
評
会
」を
開
き

ま
し
た
。

品
評
会
に
は
Ｊ
Ａ
静
岡
市
と
Ｊ
Ａ
ハ
イ

ナ
ン
か
ら
「
日
川
白
鳳
」、「
暁
星
」、「
は

な
よ
め
」、「
さ
く
ひ
め
」
の
４
品
種
25
点

の
出
品
が
あ
り
、
静
岡
県
や
静
岡
市
の
職

員
と
本
会
職
員
ら
計
７
人
の
審
査
員
に
よ

り
、
形
状
や
色
つ
や
な
ど
の
外
観
と
、
食

感
や
味
な
ど
を
試
食
や
糖
度
計
を
使
っ
て

審
査
し
ま
し
た
。
審
査
長
を
務
め
た
静
岡

県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

の
松
浦
英
之
セ
ン
タ
ー
長
は
「
今
年
は
梅

雨
入
り
が
早
く
、
せ
ん
孔
細
菌
病
な
ど
の

病
害
虫
に
は
気
の
抜
け
な
い
栽
培
環
境
が

続
い
た
が
、
外
観
・
内
容
と
も
に
良
好
な

桃
が
出
品
さ
れ
た
。
生
産
者
の
努
力
と
優

れ
た
技
術
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と
講
評

し
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
は
Ｊ
Ａ
名
）。

品
質
改
善・安
定
生
産
の
た
め
に

第
47
回
静
岡
県
桃
果
実
品
評
会

６
月
26
日
、企
画
管
理
部
は
、静
岡
市
葵

区
の
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、「
第
１

回
子
会
社
等
経
営
会
議
」
を
開
き
、
関
係

８
社
（
静
岡
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱
、
静
岡
県

車
輌
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
静
岡
県
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ミ
ー
ル
㈱
、
ジ
ェ
イ
エ
イ
静
岡
燃
料
サ
ー

ビ
ス
㈱
、
浜
松
食
肉
加
工
㈱
、
㈱
静
岡
県

農
協
電
算
セ
ン
タ
ー
、
㈱
農
協
葬
祭
、
㈱

静
経
ラ
イ
ス
）
ら
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
本
会
か
ら
令
和
４
年
度
決
算

や
収
支
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の

報
告
を
行
っ
た
後
、
各
社
か
ら
令
和
４
年

度
決
算
報
告
、
令
和
５
年
度
の
経
営
状
況

の
報
告
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
計
画
と
取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り

ま
し
た
。

本
会
の
報

告
事
項
で

は
、
２
か

年
計
画
の

取
り
組
み

と
令
和
５

年
度
の
事

業
計
画
に

つ
い
て
説

明
を
行
い

ま
し
た
。

６
月
８
日
、
流
通
開
発
課
は
、
Ｊ
Ａ
遠

州
夢
咲
総
合
販
売
推
進
課
と
合
同
で
、
Ｊ

Ａ
全
農
が
運
営
す
る
産
地
直
送
通
販
サ
イ

ト
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
の
講
習
会
を
菊
川
市

の
夢
咲
青
果
物
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

営
農
部
門
を
担
当
す
る
職
員
の
商
品
提

案
力
の
向
上
が
目
的
で
、
同
Ｊ
Ａ
職
員
ら

約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

流
通
開
発
課
の
中
瀬
諒
亮
係
長
が
講
師

を
務
め
、「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
の
概
要
や
本
会

シ
ョ
ッ
プ
「
し
ず
お
か
手
し
お
屋
」
の
取

り
組
み
、
商
品
発
掘
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
の
桑
野
尭

秀
主
任
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
を
活
用

し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

子
会
社
管
理
徹
底
の
た
め

第
１
回
子
会
社
等
経
営
会
議

提
案
力
の
向
上
へ

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
講
習
会
を
開
催

▲金賞を獲得した梅木さんの桃

▲審査のようす

▲講習会のようす

金　

賞

静
岡
県
経
済
産
業
部
長
賞

静
岡
市
長
賞

　
　
　
　

梅
木　

幹
子
（
静
岡
市
）

銀
賞
１

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
長
賞

�

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
理
事
長
賞

　
　
　
　

永
嶋　

雄
大
（
静
岡
市
）

銀
賞
２

�

静
岡
県
京
浜
地
区
果
実
流
通
協
議
会
会
長
賞

　
　
　
　

田
形　

惇
子
（
静
岡
市
）

銀
賞
３

静
岡
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

　
　
　
　

芝
原　

俊
晴
（
静
岡
市
）

銅　

賞　

杉
本　

文
彦
（
静
岡
市
）

　
　
　
　

松
本
か
な
子
（
ハ
イ
ナ
ン
）

　
　
　
　

岡
田　

和
明
（
静
岡
市
）

　
　
　
　

杉
山
佳
世
子
（
静
岡
市
）

　
　
　
　

杉
山　

真
美
（
静
岡
市
）
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topics & news

静
岡
県
野
菜
振
興
協
会
、
静
岡
県
農
協

営
農
技
術
員
会
、
本
会
（
事
務
局
：
野
菜

花
卉
課
）
の
３
者
は
、
７
月
６
日
、
静
岡

市
駿
河
区
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
中
ホ
ー
ル
で

「
令
和
５
年
度
静
岡
県
い
ち
ご
生
産
者
研

究
大
会
」
を
開
き
、
静
岡
い
ち
ご
の
生
産

者
と
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
２
８
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
、昨
年
12
月
に
開
催
し
た「
第

33
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会
」
の
表

彰
式
を
執
り
行
い
、
上
位
入
賞
者
へ
賞
状

を
授
与
し
ま
し
た
。

情
勢
報
告
で
は
、
東
京
青
果
株
式
会
社

の
大
野
季
嗣
氏
が
静
岡
い
ち
ご
の
流
通
に

つ
い
て
「
静
岡
い
ち
ご
は
、
協
調
出
荷
に

よ
っ
て
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
、
顧
客
か
ら
は
味
や
品
質
と
も
に
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。」と
評
価
し
ま
し
た
。

ま
た
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
と
本
会
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
か
ら
３
人
が
講
演
を
行
っ
た
他
、

本
会
担
当
者
よ
り
静
岡
い
ち
ご
の
消
費
宣

伝
事
業
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
肥
料
農
薬
課
の
村
上
薫
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
、「
天
敵
使
用
時
の

環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、
い
ち
ご
の
病
害
虫
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
を
捕
食
す
る
天
敵
昆
虫
を

使
用
し
た
イ
チ
ゴ
栽
培
の
結
果
を
報
告
し
、

天
敵
昆
虫
が
好
む
比
較
的
高
い
湿
度
を
維

持
し
つ
つ
、
急
激
な
湿
度
・
温
度
変
化
を

抑
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
極
端
に
高
い
湿
度
は
病
害
が
多
発

す
る
原
因
に
な
る
と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

野
菜
花
卉
課
の
渥
美
忠
行
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
か
ら
は
、「
予
防
防
除
と
湿
度
管
理
」
を

テ
ー
マ
に
、
湿
度
管
理
が
生
育
や
病
害
虫

の
発
生
軽
減
、
天
敵
の
定
着
に
影
響
す
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
は
か
る

蔵
」
を
使
用
し
た
ハ
ウ
ス
内
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
紹
介
し
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

装
置
の
導
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

消
費
宣
伝
事
業
の
報
告
で
は
、
野
菜
花

卉
課
の
藤
浪
利
彰
職
員
よ
り
、
本
県
出
身

の
タ
レ
ン
ト
・
モ
デ
ル
の
池
田
美
優
（
み

ち
ょ
ぱ
）
さ
ん
を
起
用
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
た
他
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
番
組
で
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
や
静
岡
い
ち

ご
娘
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
い
ち
ご
の
栽
培
技
術
の
研
究
と
振
興

令
和
５
年
度
静
岡
県
い
ち
ご
生
産
者
研
究
大
会

７
月
３
日
、
人
事
教
育
課
は
、
県
農
業

会
館
で
、
７
月
１
日
付
で
本
採
用
と
な
っ

た
令
和
５
年
度
の
新
入
職
員
を
対
象
に
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
石
川
和
弘
代
表
理
事
理
事

長
と
総
務
部
の
野
田
和
宏
部
長
が
講
話
し
、

新
入
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
課
の
橋
本
宏
生
課
長
が
新
入

職
員
の
質
問
や
疑
問
に
つ
い
て
回
答
し
た

他
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
制
度
の
実
施
状
況
や

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
な
ど
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

新
入
職
員
か
ら
は
、
入
会
か
ら
３
か
月

を
経
過
し
て
の
業
務
の
取
り
組
み
や
近
況

を
報
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
を
し
ま

し
た
。

明
日
へ
の
期
待
を
担
う

新
入
職
員
本
採
用
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会

▲消費宣伝事業報告で挨拶する静岡いちご娘

▲新入職員に講話を行う石川理事長

▲講演する村上コンサルタント

▲表彰を受ける金賞受賞者

▲石川和弘理事長より表彰を受ける高田祐樹さん（金賞１席）

Keizairen ┃ 0304　 ┃ Keizairen

kzr
長方形
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鉛筆

kzr
タイプライター
入賞者
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鉛筆
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ハイライト表示



topics & news

会員JA・JA子会社

JAふじ伊豆 ㈱ジェイエイ・
メモリアルセンター ㈱農協葬祭

JAしみず ㈱JA静岡市やすらぎ
センター

㈱ジェイエイ大井川
葬祭サービス

JAハイナン JA掛川市 JA遠州夢咲

㈱ジェイエイ遠中サー
ビス JAとぴあ浜松 JAみっかび

６
月
16
日
、
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連

絡
協
議
会
（
事
務
局
・
生
活
葬
祭
課
）
は
、

静
岡
市
内
で
「
令
和
５
年
度
静
岡
県
農
協

葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
総
会
」
と
「
第
１
回

静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
」
を

開
き
、
会
員
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
子
会
社
の
担
当

者
ら
21
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
活
動
計
画

の
協
議
や
情
報
交
換
な
ど
に
よ
る
県
下
農

協
葬
祭
事
業
の
活
性
化
と
事
業
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
を
得
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
に
は
第
１
回
協
議
会
が

開
か
れ
、
各
会
員
か
ら
近
況
と
実
績
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
事
項
で
は
、令
和
５

年
度
活
動
計
画
や
県
下
統
一
広
報
活
動
、
ク

リ
ン
リ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
で
は
、

静
岡
県
内
に
お
け
る
葬
祭
事
業
の
あ
ゆ
み

と
し
て
、
各
Ｊ
Ａ
葬
祭
部
の
経
過
を
報
告

し
た
他
、
斎
場
の
設
置
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
情
報
共
有
し
ま
し
た
。

競
争
力
の
強
化
を

令
和
５
年
度
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
総
会
お
よ
び

第
１
回
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会

７
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
、
県
下
Ｊ

Ａ
と
本
会
（
農
業
機
械
課
）
は
、吉
田
町
の

吉
田
公
園
西
側
特
設
会
場
で
「
令
和
５
年

度
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
」
を
開
き
、組

合
員
ら
約
５
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

大
展
示
会
は
、
農
家
組
合
員
の
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
低
減
と
安
全
で
便
利
な
農
業
機

械
の
提
案
が
目
的
。
今
年
度
は
4
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
、
農
機
メ
ー
カ
ー
20
社
以

上
が
出
展
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
乗

用
茶
摘
機
な
ど
の
大
型
農
機
、
家
庭
菜
園

用
の
小
型
耕
う
ん
機
な
ど
、
安
心
・
安
全

で
便
利
な
農
業
機
械
を
展
示
、
販
売
し
ま

し
た
。

特
設
ブ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
ド
ロ
ー
ン
、

無
線
操
縦
型
草
刈
機
の
実
演
体
験
会
で
は
、

各
メ
ー
カ
ー
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
搭
載

し
た
最
新
の
ス
マ
ー
ト
農
機
を
提
案
し
、

労
力
軽
減
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
挨
拶
し
た
本
会
河
原
﨑
友
二

経
営
管
理
委
員
会
会
長
は
、「
農
業
の
生
産

性
の
向
上
に
は
農
業
機
械
の
普
及
が
欠
か

せ
な
い
、
展
示
会
が
静
岡
県
農
業
の
更
な

る
振
興
と
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
の
開
催

Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会

▲組合員らで賑わう展示会場

▲肥料農薬課展示ブース

▲展示・販売されたトラクター
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生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

●イントラから利用できます。

担当：営農総合対策部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の概況を
掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）
を掲載しています。分析の際はコチラから！

長期予報（1か月予報、3か月予報）の他、
これからシーズンを迎える台風についても、
進路情報等を随時掲載しています。

経済連肥薬通信8月号
経済連コンサルタントによる技術情報

更
新

営農ナビ 文字が大きく見やすくなってリニューアルしました！

農産物安全分析センター

気 象 情 報

経済連肥薬通信

販 売 情 報

県内
JA限定

ＪＡ静岡経済連公式ＳＮＳのご紹介
　本会では、県産農畜産物の魅力や最新の産地状況や情報をお知らせするため、SNSを開設していま
す。令和４年10月からは新たに野菜花卉課が「静岡やさい」インスタグラムアカウントを開設し、フォ
ロワー数は9,500人を突破！（令和５年７月現在）本県農産物の最新生育情報やおすすめレシピなど
を紹介しています。

Instagram

Instagram X（Twitter）

Instagram

@JAtown_teshioya
JA静岡経済連・JAタウン しずおか手しお屋【公式】

公式Instagram、Twitter一覧

旬の「静岡やさい」の魅力を発信
します！

shizuoka_yasai
JA 静岡経済連

「静岡やさい」【公式】

自慢の「静岡の花」の魅力を発信
します！

shizuoka.flowers
JA静岡経済連
 「静岡の花」【公式】

主にネット通販サイト「ＪＡタウン しずお
か『手しお屋』」の情報を発信します！

shizuoka_keizairen
JA静岡経済連 【公式】
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一 

は
じ
め
に

　

静
岡
県
に
新
し
い
酒
米
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
名
も「
令
和
誉
富
士
」。
米
の
旨

味
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ろ
や
か
さ
と
、
高
い

香
り
を
持
つ
、
静
岡
県
を
代
表
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
酒
米
で
す
。

二 「
誉
富
士
」の
課
題

　

酒
米
「
誉
富
士
」
は
、
当
研
究
所
で
育

成
し
た
酒
米
で
、
平
成
21
年
３
月
に
品
種

登
録
さ
れ
ま
し
た
。「
誉
富
士
」
は
、
そ

の
酒
質
の
良
さ
か
ら
県
内
酒
造
業
者
に
幅

広
く
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
収
量
性
が
低

く
、
穂
発
芽
し
易
い
こ
と
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
研
究
所
で
、「
誉
富
士
」
の

酒
質
の
良
さ
を
保
ち
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
栽

培
上
の
欠
点
を
改
善
し
た
新
品
種
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

三 �

新
品
種
「
令
和
誉
富
士
」
の 

誕
生

　
「
令
和
誉
富
士｣

は
、
山
田
錦
γ
線
照

射
突
然
変
異
系
統
の
Ｙ
Ｍ
３
１
０
（「
誉

富
士
」
の
兄
弟
系
統
）
を
父
に
、
愛
知
県

の
育
成
品
種｢

夢
吟
香
（
ゆ
め
ぎ
ん
が
）｣

を
母
と
し
、
平
成
20
年
８
月
に
当
研
究
所

に
お
い
て
交
配
し
た
後
代
か
ら
育
成
し
ま

し
た
。（
図
１
、２
）

　

平
成
20
～
21
年
に
Ｆ
１
を
温
室
内
で
養

成
、
平
成
21
年
に
Ｆ
２
採
種
を
行
い
、
平

成
22
年
～
23
年
に
集
団
採
種
に
よ
り
Ｆ
３

～
Ｆ
４
の
世
代
で
遺
伝
的
な
固
定
を
進
め

ま
し
た
。
平
成
24
年
に
Ｆ
５
世
代
で
個
体

選
抜
を
、
平
成
25
年
に
系
統
選
抜
を
行
い
、

以
後
、
系
統
育
種
法
に
よ
り
選
抜
と
遺
伝

的
純
度
の
固
定
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
26

年
Ｆ
７
世
代
か
ら
「
Ｓ
１
０
１
０

－

１
」

の
系
統
番
号
で
系
統
生
産
力
検
定
試
験
に
、

平
成
27
年
Ｆ
８
世
代
か
ら
奨
励
品
種
決
定

試
験
予
備
調
査
に
供
試
し
、
平
成
29
年
Ｆ

10
世
代
か
ら
は
「
静
系
（
酒
）
97
号
」
の

系
統
名
で
奨
励
品
種
決
定
試
験
本
調
査
に

編
入
し
て
優
れ
た
特
性
を
示
し
た
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
１
月
に
品
種
登
録
出
願
し
、

同
３
月
に
奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

四 �

品
種
の
特
性

　
「
令
和
誉
富
士
」
は
「
誉
富
士
」
と
同

様
の
晩
生
熟
期
で
す
。

　

平
坦
地
で
は
、
６
月
１
日
前
後
の
移

植
で
、
８
月
25
日
ご
ろ
に
出
穂
し
、
10
月

３
日
ご
ろ
成
熟
期
に
な
り
ま
す
。

　

稈
長
は
「
誉
富
士
」
よ
り
14
㎝
程
度
長

い
で
す
が
、
稈
質
が
固
く
や
や
太
い
た
め
、

倒
伏
に
は
や
や
強
く
、
穂
発
芽
性
は
「
誉

富
士
」よ
り
優
れ
る「
や
や
難
」で
す
。（
図

３
）

　

玄
米
は
粒
に
厚
み
が
あ
る
た
め
く
ず
米

が
少
な
く
、
単
収
は
４
５
８
㎏
と
、「
誉

富
士
」
よ
り
１
割
以
上
多
く
収
穫
で
き
ま

す
。（
図
４
、
図
５
）

　

ま
た
、
玄
米
の
外
観
品
質
は
光
沢
が
優

れ
る
た
め「
誉
富
士
」よ
り
優
れ
ま
す
。（
図

６
）

酒
米「
令
和
誉
富
士
」の

酒
米「
令
和
誉
富
士
」の

��

育
成
と
栽
培
方
法

育
成
と
栽
培
方
法

私
が紹介

します

!

図１　令和誉富士の草姿

静岡県農林技術研究所
水田農業生産技術科

上席研究員

山 下  達 也

右
：
山
田
錦

中
：
令
和
誉
富
士

左
：
誉
富
士

夢吟香
(愛知酒117号)

YM310

(誉富士の兄弟系統)

図２　「令和誉富士」の系譜

山田穂

山田錦

短稈渡船

若水
令和誉富士

育酒1764
(静系(酒)97号)

あ系酒718B

γ線照射突然変異

山田錦

図２　「令和誉富士」の系譜
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

五 �

栽
培
方
法

（
一
）
移
植
時
期

　
「
令
和
誉
富
士
」
の
移
植
適
期
は
５
月

下
旬
か
ら
６
月
上
旬
で
す
。

　

そ
の
時
期
以
外
に
移
植
す
る
と
、
玄
米

外
観
品
質
の
低
下
や
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含

量
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
移
植
時
期
ご
と
の
出
穂
期
と
成

熟
期
は
図
７
の
と
お
り
で
す
。

（
二
）
施
肥
法

　

適
正
な
施
肥
量
は
窒
素
成
分
で
10
ア
ー

ル
当
た
り
6.5
か
ら
8.5
㎏
で
す
。
な
お
、
側

条
施
肥
で
あ
れ
ば
こ
れ
か
ら
２
割
、
緩
効

性
肥
料
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
１
割
施
肥
量
を

削
減
で
き
ま
す
。

　

施
肥
法
は
、
基
肥
一
発
肥
料
に
よ
る
省

力
化
が
可
能
で
す
。
中
晩
生
用
の
「
速
効

性
窒
素
が
40
パ
ー
セ
ン
ト
、
緩
効
性
窒
素

が
60
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
タ
イ
プ
が
好
ま
し

く
、
早
生
用
の
タ
イ
プ
で
は
登
熟
後
半
に

肥
効
切
れ
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
緩

効
性
成
分
が
晩
生
用
の
１
２
０
日
の
タ
イ

プ
で
は
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
量
が
高
ま
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

（
三
）
収
穫
時
期

　
「
令
和
誉
富
士
」
の
収
穫
適
期
は
帯
緑

籾
歩
合
（
未
成
熟
の
籾
の
割
合
）
が
約
10

パ
ー
セ
ン
ト
の
時
期
で
す
。
そ
の
目
安

は
出
穂
後
35
日
か
ら
45
日
（
積
算
温
度

９
３
０
～
１
１
５
０
℃
）
程
度
で
、
そ
れ

以
降
は
玄
米
外
観
品
質
が
低
下
し
ま
す
。

　

帯
緑
籾
歩
合
が
半
減
す
る
の
に
要
す
る

日
数
は
、
８
月
か
ら
９
月
中
旬
の
高
温
時

期
は
５
日
程
度
、
９
月
下
旬
以
降
の
気
温

で
は
７
日
程
度
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

帯
緑
籾
歩
合
が
７
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る

と
穂
発
芽
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

六 

お
わ
り
に

　
「
令
和
誉
富
士
」
は
、「
誉
富
士
」
の
醸

造
適
性
の
高
さ
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
収
量

性
と
耐
穂
発
芽
性
を
改
善
し
た
大
変
有
望

な
品
種
で
す
。

　

本
品
種
か
ら
醸
造
さ
れ
た
清
酒
は
酒
質

も
良
好
で
独
自
性
が
あ
り
、
静
岡
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
魅
力
的
な
特
産
品
と
し
て
の
活

用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
栽
培
法
等
を
踏
ま
え
、

Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
及
び
静
岡
県
米
麦
協

会
と
協
力
し
て
栽
培
暦
を
作
成
し
た
の
で
、

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
各
Ｊ
Ａ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

磐
田
市
富
丘
６
７
８

−

１

　

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

　

水
田
農
業
生
産
技
術
科

M
ail

：agrisuiden@
pref.shizuoka.lg.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
３
８‒

３
３‒

６
６
７
８

図３　ほ場での草姿

令和誉富士 誉 富 士

13.5

7.5

0

5

10

15
414 
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（％）
くず米　減！

収穫量　増！ 

誉富士 誉富士 令和誉富士令和誉富士

（kg/10a)

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

5/20 移植　　     　　      　　 8/21 出穂　9/26 成熟期

6/2 移植　     　　　    　　 8/24 出穂 10/1 成熟期

6/9 移植 8/27 出穂 10/3 成熟期

図４　くず米の割合図５　単収

図７　「令和誉富士」の移植日と成熟期（令和４年産　磐田市） 図６　籾と玄米

令和誉富士 誉 富 士
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検索しずおか手しお屋

担当：営業部 流通開発課
　　　（TEL:054-284-9728）

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ
番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放
送）に協賛し、県産米のPRを行っています。
　令和５年度の第３回目（７月15日）の放送では、タレントの
村上佳菜子さんが御殿場市から「このはなの恵み」を紹介しまし
た。「このはなの恵み」は、御殿場市・小山町で栽培されるブラ
ンド米で、化学合成農薬や化学肥料を基準値の５割減で栽培す
ることや、種子更新100%で生産されたコシヒカリであることな
ど８つの厳密な項目をクリアしたお米だけを厳選しています。
　次回の「しずおかごはんが食べたい！」は富士市と富士宮市
からモグライダーが紹介予定です。放送日は８月19日（土）の
夕方５時となりますので、ぜひご覧ください！

◀商品ページはこちらから

※�販売価格や販売時期は変更する場合があります。

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介
今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！

三ヶ日みかん凍らせてシャーベット 6個入り 
（JAみっかび）

６個入り　2,500円（税込、配送料込み）

三ヶ日みかん（みっかびみかん）は、静岡県浜松市北区三ヶ日
地区周辺で生産される温州みかんのブランド。
みかんの果汁と果肉を贅沢に使用し、三ヶ日みかんの濃厚な味
わいを楽しめる暑い夏にぴったりなシャーベットです。常温で
のお届けとなりますので、ご家庭で凍らせてお召し上がりくだ
さい。
８月末までの期間限定商品のため、在庫がなくなり次第終了と
なります！
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 JAや取引先の皆様に推進などでおじゃまさせていただいている本会職員を紹介します。

職 員員 紹 介介

趣味・特技
趣味は、温泉・サウナに行くことです。温泉に入
ることで、日々の疲れ、ストレスを発散していま
す。数多くの温泉に行ったのですが、個人的に最
も良かった温泉は神奈川県の「ゆいる」です。

担当業務
主に、花卉の業務を担当しています。販売におい
ては、実績の管理、時期に応じた生産出荷情報の
報告などを行っています。購買においては、段ボー
ルや袋資材などの花卉出荷資材の推進を行ってい
ます。

コメント
お花は１つの品目でも多くの品種があり、とても
奥が深いものだと日々感じています。まだまだ分
からないことばかりですが、様々なことに対して
注視・意識をして積極的に取り組んでいきたいで
す。

趣味・特技
旅行に行くのが好きです。国内外問わず色々な場
所に行きました。今年の2月には、卒業旅行でヨー
ロッパ3か国に行き、サッカー観戦や現地のバー、
世界遺産観光などをしてきました。

担当業務
西部地区の花に関する業務を行っています。圃場
にて生育調査や生産者間での会議参加時の情勢報
告、産地情報の発信など多くのことを経験させて
いただいています。

コメント
花の品目も多く、まだ実物を見れていない品目も
あり、毎日が勉強です。自分の中で花を見るべき
ポイントや会議で求められる各品目・全体の実績
等の数字の根拠まで説明できるように頑張ってい
きます。よろしくお願いします。

東部事業所
東部みかん園芸課

橋本　奈生己

西部支所
西部みかん園芸課
宮﨑　真樹生
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JA
静
岡
経
済
連

担当：営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728)

～～特特選選和和牛牛静静岡岡そそだだちち～～
ＪＡ静岡経済連が認定する指定
農場で、数々のこだわりをもっ
て育てた牛肉です。

県産食材・地産地消にこだわり
「静々動々」と御用意いたしました。
食で感じる静岡をどうぞお楽しみく
ださい。

ＪＡ静岡経済連直営店
駿府の肉処 静岡そだち

静岡市葵区追手町２-１５

ＭＲＫ追手町２階（１階セブンイレブン）

●営業時間

ランチ 11:30〜14:00（L.O.13:30）

ディナー17:00〜22:00（L.O.21:00）

●定休日

第３月曜日 ※祝日の場合は翌日
※営業時間・店休日は変更する場合がございます。

  ご来店の前にＨＰまたはお電話でご確認ください。

担当：営業部　流通開発課（TEL：054-284-9728）
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